銀座 裏の 酒 #、 サロン 船 を 出た ときには、 二人とも、 

ひどく 酩酊して いた。 

まば なじみ 

私 は 私で、 黄色い 疎らな 街燈に 照らし だされた 馴染 

の 裏 街が、 まるで 水の 中に 漬っ ている ような 気がした 

ほむら めいえん 

し、 帆 村の やつ は 帆 村の やつで、 黒い ソフト を 名猿シ 

ドニ — のように 横ち よに 被り、 洋 杖が タンゴ を 踊りな 

すね かっこう 

がら 彼の 長い 二 本の 脛 を ひきずって ゆく といった 恰好 

だった。 



けず しゅうれん へ 

上、 病的に 削られて いる 者 は、 別に 特殊な 修練 を 経な 

とうし 

いで も、 いつの 間に か、 ちょっとした 透視ぐ らい は 出 

来る ようになって いるの だった。 これ はいつ も、 そう 

こころ 

いう 話の 出た ときに、 私の 言う 話で あるが、 試みに 諸 

君 は 身体の 調子の よいと きに、 ポケットの 懐中時計 を 

ソッと 掌のう ちに 握つ て、 

(はて、 いま 何時 何分 かな ァ —— ) 

と 考えて みたまえ、 すると 目の前に、 白い 時計の 文 

もうろう 

字 盤が 朦朧と あらわれ、 短い 針と 長い 針の 傾きが ァリ 

てのひら 

ァリと 判る の だ。 そうして 置いて、 掌 を 開き、 本当 

の 文字盤 を 見る。 果然！ 一 分と 違わず 一 一つ は 一致し 



「おお 憎むべき 幻影よ。 わが 前より 消えて なくなれ。 

消えて なくなれ！」 

彼 は 両眼 を カツと 見開き、 この 一見 意味の ない 

せりふ は やが みぶ る 

台辞 を嘔 きちら して い たが 鱸て ブル ブ ル と 身 震 い をす 

ると、 パッと 身 を 飜 して 龃け 出した。 

「それ ッ、 逃がすな！」 

と 叫んだ 帆 村の 声 は、 いつの 間に か 普段の、 あの 胸 

のす くような 名 調子に 変って いた。 

つかま 

「ょォ し、 摑 えて やる！」 

と 私は呶 鳴った。 

(これ は 冗談 ごとではなくて、 なに か 事件 かもしれ な 



い) 私の 酔い は、 やっと 醒め かかった。 

私 は 兵士の ように 身を& して、 怪 青年の 背後に 追い 

すがった。 右の 肘 を ゥンと 伸す と、 運よく 彼の 肩 口に 

手が 触れた。 勇躍。 

「ャ ッ！」 

と 飛び かかった。 

「無念！」 

ひっぱず されて (酒精の 祟り もあって) 身体が 宙に 

あげく こしぼね 

ク ルリと 一 回転した 揚句、 ィャ という ほど 腰骨 をう ち 

つけた。 じっと 地面に のびて いるより 外に 仕方がな 

かった。 帆 村が 勇敢に も 私の 身体 を 飛び越えて、 追龃 



けて いったの が ぼんやり わかった。 だが、 こっち は 全 

身が きかない の だ。 どこに 自分の 腕が あり、 どこに 自 

か いもく けんとう 

分の 足が あるの だか、 皆目 見当が つかなかった。 気が 

このさい のんき 

つ いたの は —— 此際 呑気な 話で あるが —— なに かしら、 

馥郁たる 匂と でもい いたい 香 が 其の 辺に する こと 

だった。 

(麝香と いうの は、 こんな 匂い じ やない かしら) 

そんな 風な こと を 思いながら、 夢 をみ ている ような 

気持だった。 

突然、 意識が 鮮明に なった。 朝霧が 風に 吹きとば さ 

れて、 あたりが 急に 明るく 晴れて ゆく ように …… 。 



(こんな もの を、 頭から 被って たじ やない か) 

ぬの 

私 は、 真黒い 布 を、 顔から とりの けて、 上半身 を 起 

うわぎ 

した。 真黒い 布と 思った の は、 洋服の 上衣だった。 

つかま あいつ 

(そうだ。 怪しい 男を摑 えたつ けが、 彼奴の 上衣な 

の だ！) 

あや かおり 

怪しい 香 も、 その上 衣から 発散す る ことが 判って 

きた。 それにしても、 いい 匂いだ が、 なんという 

異国 情調 的な 香なん だろう。 私の 手 は 無意識に 伸びて、 

その上 衣の ポケット を、 まさぐ つていた。 

(おお、 なんだか、 入って いる ぞ！) 

てのひら 

掌 に 握れる ほどの 大きさの ものだった。 出して み 



サ+6 、， 

おしよせて くる 気配が した。 私 は 弥次馬に 追 越された 

ま つ し ぐら 

くなかった ので、 驀地に 龃 けだした。 今度 は 大丈夫 

走れる ぞと 思った。 

その 鼠の ような 怪 青年 は、 目に とまらぬ 速さで 逃げ 

まわった。 街燈が 黄色い 光を斜 になげ かけて いる 町角 

をヒョ ィと 曲る たびに、 

「ソレ あすこ だ！」 

と、 怪 青年の 黒影が、 ぱッと 目に 入る だけだった。 

私達と 弥次馬と は、 ずっと 間隔が できて しまった。 そ 

まる うちよ ほリ 

して、 いつの 間に か、 丸の 内 寄りの、 濠ち かくまで 来 

ている のに 気がついた。 



入口 < 入ろうと すると、 

「ぉッ とつと ッ」 

急に 帆 村 は、 私の 腕 を もいで、 つかつか とお 濠 端 ま 

でで ると、 前 を まくって、 シャ— シャ— 音 をた てて 小 

便 をした。 帆 村の やつ、 小便に かこつけて、 お 濠の 形 

うかが 

勢 を 窺って いる こと は、 私に はよ く 判った。 

へんてつ 

入って みると、 そこ は 何の変哲もない カフェだった 

ば か おくゆき 

広い と 思った の は、 表 だけで、 莫迦に 奥行の ない 家 だつ 

せんとう 

た。 帆 村 は 先登に 立って、 ノコ ノコ 三階まで 上った。 

各階に 客 は 四 五 人ず ついた が、 私達の 探して いる 相手 

らしい ものの 姿 は、 どこに も 見当らなかった。 



「なに 召 上 つ て？」 

入口に いた 女給が、 三階まで ついて きた。 

「ビ— ルだ。 で、 君の 名前 は？」 

「マリ 子って、 いう わ、 どうぞよ ろしく」 

か っぱ あたま 

ノ -— トン • クロップの お河童 頭が よく 似合う 子 だつ 

きれな が すず 

た。 前髪が、 切 長の 涼しい 眼と ス レス レの ところまで 

垂れて いた。 なによりも 可愛 いのは、 その、 発育し き 

ら ないような 頤 だった。 

「おい マリち やん」 すかさず 帆 村が、 彼女の 名 を 呼ん 

だ。 「ここ、 特 別 室が あるんだろう。 地下室 か、 な 

ん かに、 そこへ 案内し ろよ」 



じて、 薬の 名 を 読んだ。 

「ボラ ギノ— ル つて、 痔の薬 じ やない か」 

な そ なぞ しんだ-, 

帆 村 は、 謎々 の 新 題に ぶっかつ たような 顔 付 をして、 

一 寸首を 曲げた。 

そこへ マリ 子が バタ バタ 階段 を あが つ てく る 気配が 

したので、 私 は 帆 村に、 あと を 聞いて みる 余裕 もな く、 

しま 

その 薬壜を また 元の ポケットに 収 いこんだ。 



ぼうぐい つか.^ 

棒杭に 摑 つて やっと 身体 を 支え、 ハァハ ァ息を 切る 

のだった。 気がついて あたり を 見廻 わすと、 こわ そ も 

こうやさん まぎ おどろ 

如何に、 高野山に 紛れ こんだ ので はない かと 駭 く ほど、 

けやき ろうじゅ ていてい そび 

杉 ゃ櫸の 老樹が 太い 幹 を 重ねあって 亭々 と 聳え、 首 

を あげて 天の ある 方角 を 仰いでも 僅か 一 メ ー トル 四方 

の 空 も 見えない の だ つ た。 そして 急に 冷え冷え とした 

さんき せすじ 

山気の ような ものが、 ゾ ッと脊 筋に 感じる。 そのと き 

きゅうはん 

人 は、 その 急坂 に 鼠の 姿 を 見る だろう。 その 鼠 は、 あ 

びんしょう 

の 敏捷 さ を もってしても、 この ぬらぬらした 急坂 を 

龃け のぼる ことができないで、 徒 にあえ いでいる I 

ねずみ ざ か 

I これが 鼠 坂と いう 名の ついたい われであった。 



彼 は 階下の 待合室で、 順番 を 待って いた。 一座に は、 

はかま あご ひげ 

袴 を はいて 頤の 先に 髯を 生やして いる 男が、 しきり 

しんれい 

に 心霊の 物理学に ついて 論じて いた。 その 隣り に は、 

うしな つやつや 

半年 前に 夫 を 喪 つたと いう まだ 艷々 しい 未亡人 だの、 

その 姪に あたる という 若い 女 だのが & 流れて いた。 帆 

しもざ 

村 は ひとり 離れて 下座に いた。 手 を 伸ばす と、 寒そう 

に 光って いる 廊下が 触れる。 その 廊下 を 出る と 幅の 狭 

だんば しご 

い 段 梯子が、 二階へ つづいて いた。 

「ボヮ —ン」 

と 小さい 銅鑼 をう つたよう な 音響が、 その 段 梯子の 

上から 流れて きた。 



も けだもの 

き 声が 洩れて きた。 獣 の 叫び ごえに 似た 怪しい 響 を 

もった 泣き声だった。 

「ああ、 いつの 間に か、 わし は 死んで いた！」 

なげ 

女史 は、 慨 きの あまり か、 容易に 身が 起せない よう 

であった。 

「どうです。 今日は、 その 辺で 止めて おいて は …… 」 

隣席の 老人が、 二人に 注意した。 

曽我貞 一は、 連れの 神 田の 興奮に 青ざめた ような 顔 

を チラ リと 見た うえで、 老人に、 止める こと を 頼んだ _ 

老人 は、 再び 大竹 女史の 前に 膝 をつ くと、 何やら 

呪文の ような もの を 唱え、 女史の 額の へん を 二三 度、 



もうまく た ま 

網膜の 裏から、 機関銃 を 離れた 銃丸の ように、 両人 目 

懸けて 落下して いたのだった。 

水. 5r 本 

「そのと きの 若い 方の が、 昨夜、 銀座 裏で 逢った 彼の 

ひきだし 

男な のさ」 帆 村 は、 抽出の なかから 新しい ホ— プの 

紙函を とりだす と、 そう 云った。 

「神 田 仁太郎 という 男 だネ」 そういって、 私 は、 帆 村 

の 室に かかって いる ブコ バックの 裸 化 画が、 正午ち か 

ようこう まぷ 

い 陽光 をう けて、 眩しそう なの を 見た。 

「あの 袋小路に は、 カラク リが ある」 

「どんな カラク リ だい」 



「そいつ は 判らん。 だが 追々 わかって くるだろう」 

「神 田 仁太郎 のこと なら、 小石 川の、 その 何とい うの 

しんれい じっけん かい き 

か 心霊 実験 会み た いなと ころで 訊けば わ かりやし ない 

か」 

「既に さっき 調べて きた」 帆 村 は 苦りき つて 云う の 

だった。 

「無論、 住所 は 二人とも 出鳕 目だった」 

「あの 神 田と いう 青年 は、 なんだ つて、 あんな 恰好で 

銀座 裏なん かに 現われた の だい。 あれ は 神 田 氏 だけの 

問題な ので、 気が 変にな つたと か 或いは 酔 払って いた 

とか (ここで 私 は クスリ と 忍び笑い をし なければ なら 



なかった) そういつ たこと だけな のか。 それとも あれ 

いっさい だんめん 

が、 もっと 大きな 事件の 一 切断面 だとで も 云う のかい」 

「もちろん 事件 だ」 帆 村 は 言下に 答えた。 「わるく す 

ると、 われわれの 想像で きないよ うな 大事 件 かも 知れ 

ない」 

「そんな こと は、 どうして 判る のかい」 と 私 は、 帆 村 

が 迷惑 かも 知れない と 思った が、 率直に 尋ねた。 

「それに は 色々 の 理由が ある」 帆 村 は、 やっと 気がつ 

いたよう に、 一 本の 紙 巻 煙草 を ぬきだして、 口にく わ 

えた。 「まず、 あの 怪 青年の 顔 だ。 あんなに 特徴の あ 

しょうすい 

る 立派な 顔 は、 珍ら しいと 思う。 あれで 悄悴 してい 



きじん 

なかったら、 貴人の 顔 だよ。 それから 例の 心霊 実験 会 

だ。 遂に 一語 も 吐かなかった 怪 青年と 落 付いて 喋つ 

ていた 曾 我と いう 男との 間に、 ほのかに 感ぜられる 特 

殊の 関係、 それに あの 不思議な 実験 だ。 また 銀座 裏で 

せんりつ 

怪 青年が 僕に なげつけた 言葉 は、 戦慄な し に 聴く ， J と 

はでき ない。 何 か 怖ろ しい ことが、 現に 発生して いる」 

「君 は、 僕の 嗅いだ 目の 醒める ような 匂いの こと も 忘 

れ ちゃい ないだろう ネ」 

うらがき 

「うん、 あれ は 僕の 想像に、 裏書 をして くれる ような 

もの だ」 

くすりびん 

「ボラ ギノ— ル の薬壜 は？」 



「ほほう」 私 は 彼の 手 廻し のよ いのに 駭 かされた。 

いかん もくそく れんがへ き 

「だが 遺憾ながら、 昨夜 目測した 室の 面積に、 煉瓦 壁 

の 厚さ を 加えた だけの 数値し か、 出て こなかった。 つ 

まり、 隠し 部屋が ある だろうと 思った が、 間違いだ つ 

た」 

力ん た A うなず 

私 は 感歎の あまり、 黙って 頷いた。 

「その代り、 すばらしい 拾い もの をした」 

「む、 なに を 拾った ネ」 

「カフェ ，ドラゴンと、 泥 船が 沢山 舫 つてい るお 濠と 

の 間に、 脊の 高い 日本風の 家が ある。 ところが この 家 

の 二階の 屋根に すこし 膨れた ところが ある。 鳥渡 見た 



なんそく 

せめて この 室の 南側に、 もう 一 つの 小 窓で も あいて 

ふ うち じょ う 

いたら、 そこから は、 風致 上よ ろしく はない かも 知れ 

せんとうこう にぎ かめん 

ない が、 銭塘 江の 賑やかな 河 面が、 近眼の 彼に も、 薄 

ぼんやり 見えた ことであろう。 

(何故、 自分の 先祖 は、 この 楼 台の 頂上に、 たった 一 

つの 小 窓し か、 明けなかった のだろう) 

漢于仁 は、 今から 一 千年 も 前に、 この 地 を 選んで、 

大 土木工事 を 起した 呉王の 意中 を測リ かねた。 だが 当 

時 は、 唐の 壊滅 をう けた あとの 乱 国 時代の こと だから、 

いつ 呉王 を覘 つて 敵国の 軍勢が、 攻め よせてくまい も 

ので もなかった 害 だ。 そのと きに、 鳴 弦楼と 呼ばれる 



この 高 塔 は、 望遠鏡の 力 を 借りて 四十 里 彼方に 蟻の 動 

くの も 手に とる ように 判った ことだろう し、 よしんば 

敵軍が この 塔 下に 迫って、 矢 を 射 かけても、 あたり は 

へ きたい 

十 尺 もあろう という 厚い 壁 体 だし、 開いて いる 窓 は 

たった 一つで あるから、 一筋の 矢 を 送り こむ こと も不 

可能 だ つたこと だろう。 そこに 先祖 の 用心が あつたか 

もしれ ない のだった。 

のろ 

だが、 今と なって は、 呪いの 小 窓 以外の、 何もので 

もない。 

「もっとも、 私 はもう 死んで いる 身な の だ」 

ためいき 

漢于仁 は、 そこで 大きな 溜息 を 一 つついた のだった _ 



た。 彼 は 遂に 一台の 高級 ク— ぺを 買い こむ と、 簡単に 

乙種 運転手の 免状 をと り、 その 翌日から は、 東京 巿内 

ほん もく か いかん 

は 勿論の こと、 横 浜の 本牧 海岸、 さて は 鎌 倉から 遠く 

小 田 原 あたりへまで も ドライブした。 その 結果、 彼 は 

し し ラち 

知らず 識ら ずの 裡に、 スピ— ド狂 になって いた。 時速 

四十 gf など は、 お茶の 子 サイ サイであった。 警視庁 

の 赤ォ— ト バイに 追 駆けられ たこと もしば しばだった 

が、 彼 はいつ も、 鼻先で フ フンと 笑う と、 時速 六十 五 

哩 という 砲弾の ような スピ— ドで、 呀っ という 間に 

赤ォ —， に. ハ ィを 豆粒 位に 小さく する ことが 慣例で あつ 

て、 その 度 毎に 彼 は 鼻を高くした。 



マ J と を 意識し な いでい る もの だ という こ とが、 心霊 実 

験 会の 多くの 実例に よって、 判って きたの だった。 そ 

おび や けいひん こくどう 

のこと は 一層、 漢 青年 を 脅かした。 彼 は、 京浜 国道 を 

六十 哩の スピ— ドで 走って いて、 時々 通行人 を 礫い 

たり、 荷車に 衝突して 自分 も 相当の 怪我 をした ことが 

かえ リ りつぜん 

何回もあった こと を 顧みて 慄然と した。 ひょっとす 

ると、 あのうち のどの 事件 かで 以て、 自分 は 既に 死ん 

でし まった のではなかった か。 

そうした 不安が、 心の 片隅に 咲き だすと、 見る見る 

おお らんうん 

うちに 空 を 蔽ぅ嵐 雲の ように 拡が つてい つた。 彼は異 

常の 興奮に 発汗しながら、 まず 胸部 を 抑える のだった _ 



でんぶ な かみ 

それから、 幅の広い 帯 を 探し、 臀部 を 撫で、 頭髪に 触 

れて みた。 もしゃ 指の 先に、 大竹 女史の 身体が 触った 

なら、 そのと き は 万事休すと いわなければ ならない。 

メ 1 アイ ゥム 

いやいや、 霊媒 は、 大竹 女史に 限った こと はない の 

だ。 中には、 男の 霊媒 も ある ことだった。 どの 霊媒 を 

通じて、 自分の 霊魂が、 娑婆 を 訪問す るか もしれ ない。 

そう 思う と、 居ても 立っても 居られなかった。 この ご 

おとな とじこも 

ろで は 自動車の 運転 も 控え目に して、 温和し く、 閉 籠つ 

ている 自室 を 出る と 孫 を 呼んで、 自分が 生きて いるか 

どうか を、 尋ねて みた。 

孫の 言葉 だけで は 物足りな いとき は、 マリ 子 を 呼ん 



懐し い 小 窓が ある。 あの 外に は 絵の ように 美しい 

西 湖が 見える の だ。 見たい、 見たい、 生れ 故郷の 西 湖 

を！」 

漢 青年 は ムック リ 起きよう として、 ハツと 顔色 を か 

えた。 手が 無い、 足 も 無い の だ。 いや 身体 全体が 無い 

の だ。 「おお、 これ はどうし たこと だ」 

彼 は、 気が 変にな つたよう になって、 あたり を 見廻 

した。 室内の 光景に、 不思議はなかった。 そして、 い 

や、 あった。 あった。 寝床の 上に、 彼の 足が、 長々 と 

横たわつ ていた。 胴 も ある。 おお、 手 も 見える ではな 

ヽゝ o 

レ 力 



そこへ 王妖 順が、 一人の 不思議な 男 を 案内して きた。 

色の 褪せた 古い 型の 長 衣 を 着て いて、 いつも 口 をモグ 

モグ させて は、 ときどき チュッ と 音 を させて、 真黒い 

唾を嘔 いた。 それ は 多分、 よほど 嚙み 煙草の 好きな 男 

なのだろう。 彼 は 黴く さい 鞫を 開く と、 ピカピ 力 光る 

手術 道具 を とりだした。 王と 孫が、 漢 青年の 衣類 を 脱 

がせた。 

(マリ 子が 居て くれれば よいのに、 マリ 子 は どこへ 

行った のだろう) 

漢 青年 は、 マリ 子が 今日は 少しも 顔 を 見せない のに 

不審 をう つ た。 



孫と 王と が、 漢 青年の 両脚 を 抑えつ けて いると、 そ 

の嚙 煙草ず きの 医師 は、 メス を 探す やら、 ガ— ゼを絞 

て てこまい 

る やらで、 ひとりで 手ン手 古舞 をして いた。 

漢 青年 は、 退屈 を 感じて、 医師の 顔ば かりみ ていた。 

あき 

ことに そのよく 動く 唇 を 呆れて 眺めて いた。 

(これ は 変 だな) 

と、 漢 青年 は 胸の なかで 眩いた。 寝台の 下で ガ— 

しぼ 

ゼを 絞って いる 医師の 目 は、 何事 か を 彼に 訴える かの 

ように、 動いて いた。 そこの 場所で は、 漢 青年の 脚 を 

抑えて いる 孫と 王の 視線が、 全く 届かない ところ だつ 

た。 



怪しい 医師 は、 警告の 目 付 をした あとで、 唇 をビク 

ビクと 動かせた。 

漢 青年 は、 しばらく その 唇の 動く の を 見て いたが、 

(呀ッ ) 

とば かりに、 心中 驚いた。 それと いうの が、 この 怪 

しい 医師の 唇 は、 煙草 を嚙ん でい ると 見せかけて、 唇 

の 運動が モ— ルス 符号 をう つてい るの だった。 それ を 

一 々判読して 綴って みると 次の ような 文句に なった。 

「シ ュジュ ッゴ、 ガ— ゼヲ トツ テ、 テ ガミヲ ミヨ」 

「手術 後、 ガ ー ゼを 取って、 手紙 を 見よ」 この 信号 は、 

繰返し 発信され たのだった。 



ガ ラガラ と、 硝子 天井が 崩れる 音が した。 

その 途端に、 パッと 明るくな つた。 

さんさん 

二度目の 奇蹟！ 太陽 は 再び 珊々 たる 光線 を 硝子 天 

井の上に 降り そそいだ。 

だま 

「畜生！ こんな カラク リに、 ひと を 騙 しゃがつ 

て ッ！」 

漢 青年 は、 壊れた 天井の 間から 大空 を 見 あげる と、 

そこに は 碧い 大空の かわりに、 もう 一層の 天井が あつ 

しょ <り よく 

て、 この 二つの 天井の 間に 燭 力の 強い 電球が いくつ 

ぎまん 

も 点いて いるの が 見えた。 ああ、 この 偽瞞 にみ ちた ィ 

ンチキ 日光に、 青年 は 幾日 幾 月 を 憧れた ことだった ろ 



う 

うな づ すばや せいこ 

彼 は 一 っ肯 くと 素早く、 西 湖 を 望む 窓辺に 龃 けより、 

かびん はっし 

重い 花壜 を※ 止 〔# 「て へん + 発」、 304- 下 となげ つけ 

た。 ガタリと いう 物音が して、 西 湖の 空の あたりが、 

きんしがん 

二つに 裂けて 倒れた。 これ は、 近視眼の 漢 青年 を 利用 

ばくろ 

した パノラマで しかなかった ことが 暴露され たの だ つ 

た。 

かんせい 

外に は、 どうやら 喊 声が あがって いるよう な 気配 

だった。 

だが、 どうした のか、 孫 も 王 も、 それから マリ 子 も 

上って くる 様子がなかった。 漢 青年 は、 片手に ハン 



マ ー を摑 むと ヒラリ と 寝台の 上に 飛び あがり、 ゃッと 

声をかけ ると、 天井裏に とびついた。 彼の 全身に はェ 

ネル ギ— が、 はちきれる ように 溢れて いるの が 感ぜら 

れた。 

彼の 手に 握られた ハン マ— は、 天井板 を 木 葉 微塵に 

くだ 

砕いて いった。 彼 は 勢いに まかせ、 ドン ドン 上に 向つ 

て 出て いった。 

かべつち 

壁土の ような ものが バ ラバ ラと 落ち、 ガラ ガラと 

やねが -。 ら 

屋根 瓦が 墜落す ると、 その あとから、 冷え冷え とする 

や き あな 

夜気が 入つ てきた。 漢 青年 は その 孔 から ヒラリ と 外に 

飛び出した のだった。 
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「昨夜の 事件 は、 当分 記事 禁止ら しいね」 私 は、 片手 

ほうたい 

を 繃帯で 痛々 しく 釣 つ た 帆 村に 云 つ た。 

「それほどの ことで もない が」 と 帆 村 は ニヤ リと 笑つ 

た。 

「こ つちで 騒ぎ を 大きく したよう な もの さ」 

ひと ぴん 

「ボラ ギノ — ル 一 壜で、 君が あんなに 器用な 真似 をす 

ると は 思わなかった」 

「君が あの 壜を 拾って くれなかったら、 この 事件 は 今 



頃 どうな つていた か、 しれ やしない」 帆 村 は、 大きく 

ため いき 

溜 息をついて、 そこに 脱ぎす てて ある 中国 医師の 服装 

の 上に 目 を 落とした。 

「だが 孫 火 庭が 呼びに 来て くれる まで は、 気が 気 じ や 

なかった」 

「あの 風 変り な 新聞広告が、 きいた の だね」 

ひさしぶ 

「ふ ふ」 なに を 思いだ したの か、 帆 村が 笑った。 久振 

りに 見る 彼の 笑顔だった。 

「漠 青年 は、 うまく 脱走した かな ァ」 

r 大& 大丈夫だろう」 

帆 村 は 大して 心配して いない 様子 だ つ た。 



底本" 「海 野 十三 全集 第 ー 巻 遺言状 放送」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年^ 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「新 青年」 博 文 館 

1932 (昭和 7) 年 4 月 号 

入力 ： 浦 山聖子 

校正 ： 土屋隆 

2 00 7年00月が日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



